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一 布 の厚さ と ピンメ ック ー
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目的 （2）報にi-- いて、 布の柄 と ピンタックと の関 係につい て意 匠的 左方向か ら考察した。

そ の結果 いずれの場 合に も、ピ ンタッ タに より、 布に やや立 体的 友陰 影と量感 が生 じ、柄

に よっ てそれぞれ異 座る変 化が見 られる こと がわかった。 こ の変化 を装飾 効果 の一肢法 と

して 用い, 手 芸感 とい う付加価 値をつけ るのに効果 的で あるた め、 最近 では、か 宏 。り広 範

囲に使 用さ れている 。そ こで今 回は布 地の厚■S に より 、ピン タック の視覚的 々効果 がどの

よ うに 友るかに つい て考察を した。

方法　 ファッ ション誌 や既 成服 の中 で、ピ ンタ ックが用い られてい るものを調 べ、そ れ

を 参考に して婦人 、子 供服地として市販さ れ てい る布地 の中か ら、厚さ の異 なる布を10 種

類 選び 、前回の結果を もとに、 ①方向 、 ②つま み分量、 ③間 隔を組 み合わせ てピンタック

をと り考 察をすすめ た。友加今 回は技術が一 番はっきむあ らわれる 無地で行 友った。

結果　 全 体的 にい えば、ピン クックの間隔をつめるほ ど、そ の部 分の布 は硬い感 じを増

し 。つ まヽみ分量 か少々いほ ど、そ の部分か 立っ て、シ ャープ 友線が 出る。揚柳 の よ5  にし

ぼ のあ るものは 方向や分量 に美 感が左右さ れる傾向 が強い 。布 の厚さ につい てみ ると、 ①

薄 地で透ける ものはつ まみ分量を多 目にす る方が、不透明 部分 をつ ぐ力、 視線 をさえ ぎる

効 果かあ る。透け ない場合は立 体感や手芸 感が強調される 。 ③中 肉地 は陰 影がはっ きりし

や や硬さ が生じ る。 ③厚地は つまみ分量 が布地 の硬 軟感及び、軽重感 にか々 わ影 響する。

つ まみ分量 が少 々い と、そ の近 くは硬 く 座り、鋭い感 じと々 る。つ まみ分量 が多い と、重

い 感じが 強 く友る。




